
東 日本大震災警備隊運用状況

1、 地震発生 日時　H23、3、1114:26

2、 ライ フライ ン

・ 全 てのライ フライ ン機能停止。

・14日 電気復 旧 ・三月末 ごろ水道、ガス復旧

警備防災機器 は火報盤以外の機能停止(火 報盤 は予備 バ ッテ リー が搭載 してい

るため)

飲 み水 は多賀城 キャ ンパ スが給水車の補給場所になっているため直接給水車か

ら確保できた。 トイ レに関しては1号 館 が本部 として機 能 してお り水道が使用

可能であった。

停電時は懐中電灯、ろ うそくでしのいだ。

食料等は学校からと各 自で確保 した。

3、 震 災 当 日か ら変則 勤務 開始。状況に応 じて対応が必要になった。またガ

ソリン不足から遠方、被災者家族捜索等で隊員がす くな り2当 務非番2

当務 な どの過酷 な勤務状態 であった。

4、JX警 備 隊が津波 に よ り崩壊 し地区隊機能停止、また通信機能も停止 して

いる状態で本社機能 も停止状態であった。近隣隊員が当隊に一時集ま り

方針 を決めた。

5、 門について

・..,者 及び給水車の関係 で正門以外 は常時全開(東 門はゲー ト開放)

・ 正 門は避難者 が入 門 して くるため閉鎖。避難者は東門か ら入門

・避難所および給水作業終了後正門以外は常時全閉鎖(指 示が あるまで閉鎖状

態)

6、 勤務基準(体 制)

・ 上記状態 によ り2当 務 が続いた。

・ 学校の許可 を得て10日 前後 当務2Pに していただ く。

・ 基準表 も災害時勤務表に変更 した(隊 長作成)

7、 巡 回

・ 外周巡回 を基本 に施錠確認 をおこな う。

・巡回時間は30分 を 目安 に し学校か らの指示対応 にあたる。

・ 開錠は基本無 し。ただ し建物の安全が確認 された後は各館1箇 所ずつ 開錠に

なった。

8、 学校状況。

・ 礼拝 堂が臨時避難所になった。

・ グラン ド等 も避難者の臨時駐車場になった。



・ 上記状態のため不特定多数の人間が出入 し無法状態に一時的におちいった。

・ 各館の施錠を実施 しなかったため トイ レなどが著 しく汚 され避難者が建物

に侵入す る事態になった。また学生も研究室に寝泊 りする事態になっていた

*学 生 も建物 は進 入禁止状態(地 震後直 ぐに全館 施錠 して よいか打診 したが

管財係に却下 された)

・ その後上記状態 によ り全館施錠 となった。

9、 隷灘
・震災当初は避難 者の案内が中心の業務になった。

・学校からの指示は管財、学生係、その他各所からあった。

・震災2週 間後 くらいか らは徐 々に学校の機能 も復 旧しは じめた。勤務体系も

通常。

この記録は非常用の情報 として記録を残すもの とする。

尚、地震の詳細はインターネ ットで調べてくだ さい。
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業務 日誌
株式会社 建 美

東北学院大学 多賀城キャンパス


